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灘医療相談室
平成16年度後期の活動内容
　療養病棟は12月で満床となり、入院相談の件数は減少してきているが、判定会議の対象にならないが、入院相
談は毎日多くて3～4件はある。他病院から癌末期の方やIVHがはずれない方の相談だったり、地域住民から
は俳徊がひどくて今入院している病院から出るように言われそうなので相談したいなどというものである。
　各ケースへの対応は一緒にどうしたら良いか考え、心あたりの病院を紹介し、その病院に相談の経緯を伝える
ようにしている。地域とつながる病院にしていくため、どの相談も丁寧に対応するように心がけている。
　また、平成17年1月から退院調整の件数が増加している。自宅やグループホームなどの生活施設への退院であ
る。退院調整は一度の面接で終了することはなく、本人・家族それぞれの面接や合同で面接をし、自宅退院の場
合は安心して生活するためには何が必要か本人・家族の要望を整理しケアマネージャーを探し、今度はケアマネー
ジャーを交えた話し合いを行い、具体的なサービスの内容や頻度、費用面を確認していく。
　試験外泊をした場合は新た調整する事はなかったか確認し、ケアマネージャーに伝えている。退院後もケアマ
ネージャーとの連絡は続けている。
　グループホーム探しは1区でも20件以上あり本人・家族の希望や場合によっては在宅酸素療法や人工透析の送
迎など医療面のフォローの要件をみたし、空きがある所を探さなければならない。共同住居や高齢者下宿もくま
なく情報収集をし、本人と一緒に物件を見に行って決めている。この様に退院調整は1ケースに半日以上費やさ
れる事が多く、面接も数回重ねている。1ケースといっても30分面接して解決できる場合と比べてボリュームが
全く違う。
　また、経済的問題や社会制度の説明・紹介のケースも増加している。例えば、大部屋で1人の方に障害年金の
説明をしていると、隣の方が「俺も相談したい」と声があがり、即座に対応すると同室の他の方々からも相談し
たいと要望があり、結局そこの1部屋全員に対応することになった。
　「こんな専門の人がいるなんて知らなかった。」と驚かれ、入院しているおおよその方は不安をもちながら
「仕方が無い」とあきらめて黙って過ごしていることが伝わってきた。
　今後も地域とのつながりを重視した対応を心がけ、入院中や通院している患者さまやご家族の隠れたニーズを
発掘していきたいと考えている。
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1．月別相談延べ件数
件数
10月
216
11月
193
12月
185
1月
100
2月
158
3月
137
合計
989
H16年後期　月別相談延べ件数
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2．診療科目別相談件数
10月 11月 12月 ！月 2月 3月 合計
内科外来 1 0 0 0 0 1 2
内科入院 39 46 45 27 36 29 222
呼吸器外来 13 6 13 7 2 3 44
呼吸器入院 42 43 42 23 44 35 229
循環器外来 10 5 7 1 3 2 28
循環器入院 30 14 27 15 36 45 167
院　　　外 81 79 5 27 35 22 249
合　　　計 216 193 139 100 156 137 941
H16前期　診療科別相談件数
■院外
　38％
囲内科外来
　　0％
・ll一
■内科入院
　　18％
口呼吸器外来
　　6％
ロ呼吸器入院
　　19％
囲内科外来
■内科入院
□呼吸器外来
□呼吸器入院
■循環器外来
國循環器入院
■院外
目循環器入院
　　14％
■循環器外来
　　5％
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3．問題件数
10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
医　療　費 29 9 14 2 25 11 90
生活・経済 2ユ 11 23 17 26 ユ7 1！5
入　　　院 71 77 52 23 29 17 269
退院（在宅） 22 26 15 19 29 59 170
退院（転院） 19 10 10 3 20 23 85
受診・受療 2 4 3 3 1 0 13
心理・社会的 2 0 6 3 4 8 23
家　　　族 2 8 9 4 2 5 30
療養生活 64 38 74 28 44 32 280
就労・社会復帰 0 0 0 0 0 0 0
人権擁護 1 4 19 7 7 3 41
そ　の　他 16 6 2 9 2 1 36
合　　　計 249 193 227 118 189 176 1152
H16年後期　問題件数
團就労・社会復帰
　　0％　　　　□その他
　　　　　　　　3％　　　□人権擁護4％
瞭驚活
　　m家族3％
■心理・社会的29
　園受診・受療
囲医I
■退院（転院）　　　　□退院（在宅）　　7％　　　　　　15％
生馨済
口欝
団医療費
■生活・経済
□入院
□退院（在宅）
■退院（転院）
團受診・受療
■心理・社会的
［コ家族
■療養生活
團就労・社会復帰
□人権擁護
□その他
4．援助内容
10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
社会資源 32 22 42 1！ 36 16 159
機能説明 23 25 19 10 3 3 83
面　　　接 77 78 84 40 84 80 443
手続代行 8 5 4 12 12 8 49
事務連絡 23 0 4 2 0 4 33
情単三情報収集 381 389 361 227 292 240 1890
方針協議 4 8 14 7 8 13 54
退院調整（在宅） 1 14 12 14 19 49 109
退院調整（転院） 1 0 1 1 7 12 22
家族調整 0 0 0 0 0 0 0
代　　　弁 2 0 0 0 1 0 3
そ　の　他 3 0 5 1 0 0 9
合　　　計 555 541 546 325 462 425 2854
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H16年後期　援助内容
　　■退院調整（転院）
　　　　　1％
目退院調整（在宅）　幽
　　　4％
■方針協議
　　2％
團情報提供・情報収集
　　　65％
　　　　　　　□代弁團家族調整
ロ社会資源　　　　　　0％　　　0％
　　6％　　　■機能説明
　　維　　　3％
　　　　　　□面接
　　　　　　　16％
　　　　　　　　口手続代行
　　　　　　　　．事藻絡
　　　　　　　　　　1％
□その他
　0％
圏社会資源
■機能説明
□面接
□手続代行
■事務連絡
麗情報提供・情報収集
■方針協議
□退院調整（在宅）
■退院調整（転院）
國家族調整
□代弁
□その他
5．援助対象
10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
本　　　人 40 40 56 25 51 46 258
家　　　族 104 86 78 33 47 71 419
医　　　師 38 23 35 20 17 18 151
看　護　師 80 95 102 55 91 66 489
院　　　内 53 35 32 17 22 9 168
関係機関 160 178 135 90 124 95 782
そ　の　他 9 11 33 24 17 3 97
合　　　計 484 468 471 264 369 308 2364
H16年後期　援助対象
園関係機関
　　33％
■院
■その圧 平本人　11％
■家族
　18％
□医師
6％
図本人
■家族
□医師
□看護師
■院内
圏関係機関
■その他
ロ看護師
　21％
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